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民
主
党
政
権
に
交
代
し
て
初
の
参
議
院
選

挙
。
民
主
党
は
大
敗
し
た
。
昨
年
の
総
選
挙
で
、

深
刻
な
格
差
と
貧
困
へ
の
国
民
の
怒
り
が
自
公

政
権
を
退
場
さ
せ
た
が
、
普
天
間
、
雇
用
、
後

期
高
齢
者
医
療
な
ど
、
民
主
党
は
国
民
の
期
待

を
裏
切
り
続
け
た
。
も
っ
と
も
最
大
の
敗
因
は
、

法
人
税
減
税
の
穴
埋
め
の
た
め
の
消
費
税
一

〇
％
方
針
。

　

み
ん
な
の
党
だ
け
が
得
票
を
伸
ば
し
た
が
、

政
策
の
基
本
は
自
民
・
民
主
と
変
わ
り
が
な
い
。

　

新
し
い
政
治
を
求
め
る
国
民
の
模
索
は
続
く
。

　

選
挙
で
は
、
沖
縄
の
基
地
や
日
米
同
盟
な
ど
、

憲
法
九
条
の
も
と
で
、
平
和
国
家
に
相
応
し
い

政
治
、
憲
法
二
五
条
の
も
と
で
、
雇
用
、
社
会

福
祉
の
あ
り
方
な
ど
の
設
計
図
は
争
点
に
な
ら

な
か
っ
た
。

　

民
主
党
が
掲
げ
る
衆
議
院
の
比
例
定
数
削
減

問
題
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、「
虚

構
の
多
数
」
を
一
層
す
す
め
、「
多
数
」
の
独

裁
を
許
す
こ
と
に
な
る
。

　

憲
法
が
活
か
さ
れ
る
政
治
や
社
会
を
目
指
し

て
、
今
、
が
ん
ば
り
時
で
あ
る
。

　

二
〇
一
〇
年　

盛
夏た

か
さ
き
法
律
事
務
所
一
同

暑
中
お
見
舞
い申し

上
げ
ま
す

◆―8月11日（水）から8月15日（日）までお休みとさせていただきます。

水無の立岩（右）と神威岬（中央）
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五
月
三
日
か
ら
始
ま
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ（
核
不
拡
散

条
約
）再
検
討
会
議
に
む
け
て
、
私
た
ち
北
海

道
の
代
表
二
九
名
は
「
核
廃
絶
」
を
願
う
多

く
の
人
た
ち
が
託
し
た「
国
際
署
名
」を
携
え
、

四
月
三
〇
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
か
い
、
同

地
で
の
実
質
四
日
間
の
行
動
と
ア
ピ
ー
ル
を

行
っ
て
き
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、

様
々
な
人
種
に
あ
ふ
れ
る
活
気
あ
る
街
で

あ
っ
た
。

　

初
日
の
行
動
と
な
る
五
月
一
日
は
、
午
前

は
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
、
午
後
は
ホ
テ
ル

近
く
の
街
頭
で
の
署
名
活
動
。
そ
れ
ぞ
れ
短

時
間
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
が
、
私
は
一
七

筆
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

二
日
は
午
前
が
国
連
本
部
見
学
。
ロ
ビ
ー

の
み
の
見
学
だ
っ
た
が
、
三
日
か
ら
始
ま
る

被
団
協
の

原
爆
パ
ネ

ル
展
は
す

で
に
準
備

が
終
わ
っ

て
い
て
、

そ
の
中
に

は
安
井
晃

一
さ
ん
の

パ
ネ
ル
も

あ
っ
た
。

　

午
後
は「
国
際
行
動
デ
ー
」の
集
会
。
前
日

「
爆
発
」
の
あ
っ
た
同
じ
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア

が
会
場
。
米
国
各
地
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
、

約
一
万
人
の「
核
廃
絶
」の
願
い
が
ビ
ル
の
谷

間
に
響
き
わ
た
っ
た
。
続
い
て
、
国
連
本
部

前
の
ハ
マ
ー
シ
ョ
ル
ド
広
場
ま
で
の
パ
レ
ー

ド
。
広
場
に
は
カ
バ
ク
テ
ュ
ラ
ン
Ｎ
Ｐ
Ｔ
会

議
議
長
と
ド
ゥ
ア
ル
テ
国
連
上
級
代
表
が
出

迎
え
、
私
た
ち
の
集
め
た
六
九
一
万
二
八
〇

二
筆
の
署
名
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
あ
っ
た
。

　

翌
三
日
の
午
後
は
リ
バ
ー
サ
イ
ド
教
会
で

開
か
れ
た
ピ
ー
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
、
続
く
「
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
。
あ
ら
た
め
て

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
意
義
と
私
た
ち
の
草

の
根
の
行
動
・
集
め
た
国
際
署
名
の
果
た
す

役
割
に
つ
い
て
、
参
加
者
全
員
の
感
動
と
確

信
と
な
っ
た
集
会
で
あ
っ
た
。

　

四
日
午
前
、
私
は
北
海
道
民
医
連
の
仲
間

と
共
に
、Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
講
堂（
労
働
組
合
の
施
設
）

で
の
「
医
療
・
福
祉
関
係
者
の
つ
ど
い
」
に

参
加
。
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
の
女
医
ト
ニ
ー
・
ル
イ
ス

さ
ん
の
「
ア
メ
リ
カ
の
医
療
保
険
改
革
を
め

ぐ
っ
て
の
動
向
」
な
ど
の
講
演
の
後
、
署
名

推
進
の
経
験
交
流
が
行
わ
れ
、
私
も
こ
の
間

に
ひ
と
り
で
二
二
八
一
筆
の
署
名
を
集
め
た

経
験
を
報
告
。

　

五
日
早
朝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
発
っ
た
が
、

「
核
廃
絶
」
を
願
う
私
た
ち
の
行
動
は
、
そ
の

後
二
八
日
ま
で
続
く
再
検
討
会
議
の
成
果
に

必
ず
や
つ
な
が
る
の
だ
と
い
う
確
信
を
抱
い

て
の
帰
国
で
あ
っ
た
。
カ
バ
ク
テ
ュ
ラ
ン
議
長

が
三
日
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
述
べ
た
『
私
は
昨

日
、
署
名
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
市
民
社
会
の

熱
意
に
私
た
ち
は
応
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
！
』
の
言
葉
を
か
み
し
め
な
が
ら
。

NPT・再検討会議
ニューヨーク行動を

終えて

勤医協にしまちクリニック
医師 川島 亮平

（非核の政府を求める北海道の会常任世話人）

セントラルパーク（ジョンレノン「イマジン」
の石碑前）での署名活動

タイムズスクエアからハマーショルド広場に向かう
北海道代表団のパレード
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「
迷
走
」
し
た
普
天
間
飛
行
場
移
設
問
題
で

は
、「
最
低
で
も
県
外
」
と
い
う
鳩
山
前
首
相

の
公
約
は
、
い
と
も
簡
単
に
反
故
に
さ
れ
、

結
局
、
五
月
末
の
日
米
安
全
保
障
協
議
会
に

よ
っ
て
、「
移
設
」
先
は
、
自
民
・
公
明
連
立

政
権
時
代
の
日
米
安
全
保
障
協
議
会
（
二
＋

二
）、す
な
わ
ち
、二
〇
〇
五
年
一
〇
月
の
「
日

米
同
盟
：
未
来
の
た
め
の
変
革
と
再
編
」
及

び
〇
六
年
五
月
の
再
編
の
た
め
の
「
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
で
示
さ
れ
た
辺
野
古
案
と
ほ
ぼ
同

様
の
案
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
米
国
の
海
兵
隊
は
、

何
故
に
、こ
の
日
本
に
存
在
す
る
の
か
、ま
た
、

何
故
に
沖
縄
に
集
中
す
る
の
か
、
そ
し
て
、

何
故
に
、
世
界
で
最
も
危
険
な
普
天
間
飛
行

場
を
利
用
す
る
の
か
、
と
い
う
根
本
的
疑
問

は
、
何
ら
、
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
ず
、
海
兵
隊
は
、「
抑
止
」
力
だ
と
い
う

俗
論
が
は
び
こ
っ
て
い
る
。し
か
し
、例
え
ば
、

北
朝
鮮
が
、
米
国
海
兵
隊
の
存
在
を
恐
れ
て
、

核
開
発
や
ミ
サ
イ
ル
実
験
を
抑
制
す
る
と
い

う
の
は
、
明
ら
か
に
幻
想
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

金
正
日
一
族
の
独
裁
体
制
の
存
続
こ
そ
が
最

重
要
課
題
で
あ
る
北
朝
鮮
か
ら
見
れ
ば
、
北

朝
鮮
侵
略
能
力
を
有
す
る
米
軍
が
日
本
に
存

在
す
る
こ
と
自
体
が「
脅
威
」な
の
で
あ
っ
て
、

在
日
米
国
海
兵
隊
の「
抑
止
力
」な
る
も
の
は
、

日
本
国
民
の
安
全
の
保
障
と
は
全
く
無
関
係

で
あ
る
。

　

ま
た
、そ
も
そ
も
、米
国
海
兵
隊
は
、戦
後

は
、山
梨
や
岐
阜
に
も
駐
留
し
て
い
た
が
、一

九
六
〇
年
の
日
米
安
保
条
約

締
結
に
併
せ
て
、
沖
縄
に
集

中
し
た
の
で
あ
っ
て
、
沖
縄

の「
地
政
学
的
重
要
性
」云
々

は
、
全
く
の
為
に
す
る
後
付

け
の
理
由
に
す
ぎ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
仮
に
、
辺
野
古

へ
「
移
設
」
し
て
も
、
直
ち

に
、
普
天
間
基
地
が
全
面
返

還
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

要
す
る
に
、米
国
海
兵
隊
は
、

も
う
ひ
と
つ
の
使
い
勝
手
の

い
い
飛
行
場
を
辺
野
古
に
増

や
す
だ
け
で
あ
っ
て
、
普
天

間
飛
行
場
の
危
険
性
は
、
解

消
さ
れ
な
い
。

　

普
天
間
の
飛
行
場
の
海
外

移
転
で
、
日
米
同
盟
に
亀
裂

が
入
る
と
い
う
の
は
、
例
え

ば
、
米
軍
基
地
の
大
幅
縮
小

を
進
め
て
い
る
ド
イ
ツ
や
米

軍
基
地
を
一
切
撤
去
さ
せ
た

米
国
海
兵
隊
は
、

日
本
に
は

い
ら
な
い
！

普天間飛行場問題の本質

弁護士  竹中  雅史

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、

全
く
の
幻
想
で
あ
る
。
今
、
我
々
日
本
国
民

に
必
要
な
こ
と
は
、「
日
米
同
盟
の
重
要
性
」

と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
思
考
停
止
に
な
ら

な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
沖
縄
県
民
の
辛
い
負

担
へ
の
想
像
力
で
あ
ろ
う
。

　

米
国
海
兵
隊
の
日
本
か
ら
の
撤
退
、
そ
し

て
、
普
天
間
飛
行
場
の
即
時
撤
去
こ
そ
、
わ

れ
わ
れ
の
選
択
す
べ
き
道
筋
で
あ
る
。

世界一危険な普天間基地の全貌
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「
た
か
さ
き
法
律
事
務
所

九
条
の
会
」
は
、
一
昨
年

一
〇
月
の
韓
国
九
条
の
会

と
の
交
流
会
に
続
き
、
二

度
目
の
海
外
研
修
旅
行
を
行
な
い
ま
し
た
。

世
話
人
等
一
三
名
で
、
今
年
の
五
月
一
四
日

か
ら
一
七
日
ま
で
、
台
湾
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

台
湾
は
、
日
本
の
植
民
地
支
配
だ
け
で
な

く
、
以
前
は
、
オ
ラ
ン
ダ
・
清
の
植
民
地
支

配
を
受
け
、
日
本
の
後
に
も
、
台
湾
の
方
は

国
民
党
の
支
配
を
受
け
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
こ
と
を
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
教
え
ら
れ
、
大

変
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
統
治
時
代
に

は
、
多
く
の
台
湾
人
が
日
本
の
戦
争
の
前
線

に
駆
り
出
さ
れ
た
と
い
う
苦
い
事
実
も
教
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
旅
行
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

二
・
二
八
事
件
（
※
）
の
悲
劇
を
秘
め
た
二
・

二
八
和
平
公
園
で
す
。
公
園
に
は
、
二
・
二

八
事
件
で

殺
さ
れ
た

人
々
の
写

真
が
掲
載

さ
れ
、
付

近
の
献
花

台
に
は
、

「
世
界
和
平
」、「
祈
求
和
平
」、「
台
湾
加
油
」

な
ど
と
書
か
れ
た
多
く
の
布
が
結
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
文
字
や
写
真
か
ら
は
、

長
期
間
の
植
民
地
支
配
に
苦
し
ん
で
き
た
台

湾
人
の
平
和
を
純
粋
に
願
う
心
が
感
じ
ら

れ
、
日
本
は
二
度
と
侵
略
行
為
を
繰
り
返
し

て
は
な
ら
な
い
と
の
決
意
を
新
た
に
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

旅
行
中
、
特
別
、
反
日
感
情
を
感
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
決
し
て
、
過

去
の
日
本
の
侵
略
行
為
の
事
実
が
消
え
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
点
か
ら
も
、

過
去
の
侵
略
の
事
実
を
直
視
し
、
今
後
も
九

条
を
掲
げ
守
っ
て
い
く
活
動
が
必
要
な
の
だ

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

普
通
の
旅
行
で
は
知
り
得
な
か
っ
た
二
・

二
八
事
件
。
二
・
二
八
和
平
公
園
で
の
大
量

虐
殺
さ
れ
た
方
達
の
数
多
く
の
写
真
。
一
〇

代
の
少
女
、
教
師
、
普
通
の
人
々
。「
二
度

と
虐
殺
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
！
」
と
訴

え
て
い
ま
し
た
。
台
湾
の
複
雑
な
事
情
、
親

日
的
な
理
由
も
悲
し
い
で
す
。

　

嬉
し
い
こ
と
も
一
つ
。
前
回
旅
行
時
の
ガ

イ
ド
さ
ん
に
再
会
で
き
、「
た
か
さ
き
九
条

の
会
」の
存
在
と
、「
日
本
は
二
度
と
戦
争
を

し
ま
せ
ん
」

と
い
う
九
条

を
知
っ
て
も

ら
っ
た
こ
と

で
す
。
九
条

が
あ
る
か
ら

胸
を
張
れ
る

と
思
っ
た
旅

で
し
た
。

●
弁
護
士　

山
内
崇
史

●
世
話
人　

佐
々
木
眞
知
子

9条 の 会 た よ り 　

たかさき法律事務所

  「例会報告」・「お知ら  せ」と「台湾研修旅行」

研修旅行に
参加して

5月14日▶17日

正面中央に「菊の紋章」（写真の時計）があった
台湾法院（裁判所）の前で

二・二八和平公園
虐殺された人たちの写真を展示

※
二
・
二
八
事
件
と
は

一
九
四
七
年
二
月
二
八
日
、
中
国
国
民
党
闇
タ

バ
コ
摘
発
隊
の
台
湾
人
女
性
へ
の
暴
行
事
件

に
、
抗
議
す
る
非
武
装
の
台
湾
人
デ
モ
隊
に
憲

兵
隊
が
一
斉
掃
射
。
さ
ら
に
国
民
党
政
府
が
武

力
で
徹
底
鎮
圧
。
裁
判
官
、
医
師
、
教
員
な
ど

エ
リ
ー
ト
層
の
多
数
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
。
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1
　
第
13
回
例
会
（
二
月
二
日
）

　

会
員
に
よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
の
後
、
北
海
学

園
大
学
人
文
学
部
教
授
、
大
塚
秀
之
氏
に
、

「
オ
バ
マ
の
ア
メ
リ
カ
」
と
題
し
、
ア
メ
リ

カ
大
統
領
で
あ
る
オ
バ
マ
氏
の
登
場
に
よ
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
何
が
変
わ
っ
た
の
か
、

オ
バ
マ
政
権
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

大
塚
教
授
は
、
従
来
の
ア
メ
リ
カ
の
二
大

政
党
制
が
、
共
和
党
も
民
主
党
も
「
ど
っ
ち

も
ど
っ
ち
」
と
い
う
閉
塞
感
を
国
民
に
与
え

て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
初
の
黒
人

大
統
領
と
な
っ
た
オ
バ
マ
氏
が
こ
の
閉
塞
感

を
打
ち
破
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

2
　
第
14
回
例
会
（
六
月
九
日
）

　

さ
わ
や
か
な
歌
と
二
胡
演
奏
を
楽
し
ん
だ

後
、
北
海
道
大
学
大
学

院
教
育
学
研
究
院
教

授
、
松
本
伊
智
朗
氏

に
、「
子
ど
も
の
貧
困
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
貧
困
は
、
近

年
、
大
き
な
社
会
問
題

と
し
て
注
目
さ
れ
て

お
り
、
本
年
度
の
日
弁

連
人
権
擁
護
大
会
の

テ
ー
マ
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

松
本
教
授
は
、
日
本
に
お
け
る
貧
困
は
、

子
ど
も
の
世
界
に
ま
で
理
不
尽
な
格
差
を
も

た
ら
し
、
子
ど
も
の
希
望
を
奪
い
、
更
な
る

貧
困
の
連
鎖
に
も
結
び
付
く
大
き
な
問
題
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

貧
困
の

問
題
は
、

労
働
、
教

育
、
福
祉

等
、
多
方

面
か
ら
の

検
討
が
必

要
と
な
る

問
題
で
す

が
、
貧
困

を
な
く
す

たかさき法律事務所9条の会
第15回例会のお知らせ

講演の夕べ
日時：2010年9月9日（木）午後6時
場所：札幌市教育文化会館403研修室
　　　（札幌市中央区北1条西13丁目）

講師：川島 亮平 医師
　　　上野 和子 氏（東区9条の会）　

演題：「核不拡散条約（NPT）再検討会議・
ニューヨーク行動に参加して」

条

例
会
報
告

弁
護
士　

大
友
淳
子

の九
会 9条 の 会 た よ り 　

たかさき法律事務所

  「例会報告」・「お知ら  せ」と「台湾研修旅行」

た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、
今
後
も
引
き
続

き
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大塚秀之教授

例会風景

松本伊智朗教授
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こ
の
秋
か
ら
、
司
法
修
習
生
に
対
す
る
給

与
支
給
が
廃
止
さ
れ
、
貸
与
に
切
り
替
え
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
修
習
生
と
は
、
司
法

試
験
に
合
格
し
、
法
律
実
務
の
研
修
を
受
け

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
法
律
家
の
卵
で

あ
る
。
こ
の
給
与
制
は
、一
九
四
七
年
以
来
、

維
持
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
司
法
制
度
を
担

う
人
材
を
国
費
で
養
成
す
る
こ
と
は
国
の
責

任
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

結
果
、
多
く
の
階
層
か
ら
有
為
な
人
材
が
法

曹
界
に
集
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、新
し
い
司
法
試
験
の
も
と
で
、

修
習
生
は
法
科
大
学
院
の
学
費
や
生
活
費
な

ど
出
費
を
強
い
ら
れ
、
借
金
が
一
〇
〇
〇
万

円
を
超
え
る
者
も
い
る
（
日
弁
連
調
査
）。

　

こ
の
ま
ま
だ
と
、
経
済
的
余
裕
の
あ
る
者

し
か
法
律
家
に
な
れ
な
い
と
い
う
弊
害
が
生

弁
護
士
　
高
崎
　
暢

―
法
曹
養
成
は
国
の
責
務
で
あ
る
―

正
義
の
た
め
の
給
与

じ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
有
為
な
人
材
を
確
保

で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
司
法
の
担
い
手
た

ち
が
、
社
会
的
・
経
済
的
弱
者
へ
の
共
感
を

乏
し
く
し
、
公
平
・
公
正
な
司
法
の
実
現
を

妨
げ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
医
師
は
国

家
試
験
に
合
格
後
二
年
間
研
修
が
義
務
付
け

ら
れ
る
が
、
国
費
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
日
本
の
医
療
を
支
え
る
医
師
の
養
成
制

度
と
同
様
に
基
本
的
人
権
の
擁
護
、
社
会
正

義
の
実
現
、
公
平
・
公
正
な
司
法
を
実
現
す

る
法
律
家
を
養
成
す
る
た
め
に
、
修
習
生
が

後
顧
に
憂
い
な
く
勉
学
に
励
め
る
よ
う
に
給

与
制
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
夏
、
全
国
の
弁
護
士
・
弁
護
士
会
は
、

修
習
生
の
給
与
制
廃
止
に
反
対
す
る
声
を
上

げ
、た
く
さ
ん
の
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

署
名
活
動
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

四
月
か
ら
、
北
海
道
弁
護
士
会
連
合

会
（
道
弁
連
）
の
理
事
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
任
期
は
一
年
間
で
す
。
道
弁
連

は
、
道
内
四
弁
護
士
会
の
連
合
体
で
、

弁
護
士
数
は
約
七
〇
〇
名
で
す
。
道
弁

連
の
課
題
は
、
弁
護
士
の
過
疎
の
解
消

を
は
じ
め
、
道
民
が
「
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
気
楽
に
」
法
的
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
秋
、
弁
護
士
の
い
な
い
道
内

一
五
〇
の
市
町
村
に
弁
護
士
が
出
か
け

て
い
き
、「
全
道
一
斉
無
料
す
ず
ら
ん

相
談
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
私
も
、

二
泊
三
日
で
礼
文
町
に
い
き
ま
す
。

ふ
た
つ
の
お
願
い

署
名
用
紙
を
同
封
し
て
い
ま
す
。

返
信
用
封
筒
で
ご
郵
送
下
さ
い
。

1
市
民
集
会
（
八
月
二
七
日
）
に

ご
参
加
下
さ
い
。

2

弁
護
士
　
高
崎
　
暢

札
幌
弁
護
士
会
会
長
か
ら

道
弁
連
理
事
長
へ

島田弁護士のサッカーコラム
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弁
護
士

　
菅
原
仁
人

　

本
年
九
月
二
五
日
・
二
六
日
に
札
幌
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
「
第
一
四
回
人
権

研
究
交
流
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
今

の
非
正
規
雇
用
の
増
大
・
派
遣
切
り
の
横
行

等
、
企
業
に
よ
る
人
権
侵
害
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
社
会
情
勢
か
ら
、
二
五
日
の
全
体
会

は
「
企
業
の
社
会
的
責
任
（
C
S
R
）
を
問

い
直
す
〜
人
権
の
視
点
か
ら
〜
」
を
テ
ー
マ

と
し
、
二
六
日
は
、
平
和
分
科
会
を
は
じ
め

と
す
る
合
計
一
〇
の
分
科
会
で
人
権
課
題
に

つ
い
て
検
討
致
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
お
誘
い

あ
わ
せ
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

青
年
法
律
家
協
会

人
権
研
究
交
流
集
会
へ
の

お
誘
い

　日本女性法律家協会創立60周年記念事業の
一つとして、全国10か所で女性弁護士による
無料法律相談会が企画され、札幌でも6月2日、
札幌市男女共同参画センターとの共催で、会
員以外の女性弁護士にも協力していただき実
施しました。45名もの相談者が来られ、親身
に悩みを聞いてもらえたと感謝の声が多く寄
せられ、やりがいを感じました。
　当協会は、女性の弁護士・裁判官・検察官・
法律学者による全国組織で、
司法、法学、女性の地位に関
する調査研究、意見書の作成、
外国の法曹との交流など、
多面的な活動を地道に行
なってきましたが、私達の
活動への期待を、改めて実
感させられた企画でした。

女性弁護士による無料法律相談会
―日本女性法律家協会創立60周年記念―
弁護士　高崎 裕子

1.裁判必勝法分科会
2.平和分科会
3.刑事司法分科会
4.�外国人研修生問題分科会
5.アスベスト分科会

��6.憲法25条分科会
��7.生物多様性分科会
��8.企業分社化分科会
��9.情報公開分科会
10.性教育裁判分科会

分科会
内容

　この夏は、サッカー日本代表の奮闘のおかげ
で睡眠不足となった方も多いのではないかと思
います。
　サッカーには人を虜にする魅力があり、それ
は時として、法律をも吹き飛ばすほどです。
　たとえばアルゼンチンでは、マラドーナの引
退試合を見るため、死刑囚を含む11人の囚人
が脱獄してスタジアムにかけつけたそうです。
でも、会場を警備していた警官も試合に熱中し
てしまい、結局一人も逮捕できなかったとか。
　ここまで熱烈なサポーターが出てくるように
なれば、日本もワールドカップに近づくのか
も！？

島田弁護士のサッカーコラム島田弁護士のサッカーコラム
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貧
困
と
格
差
の
是
正
こ
そ
国
民
の
願
い
で
あ
っ

た
が
、
参
議
院
選
挙
の
結
果
は
、「
国
民
生
活
が

第
一
」
の
は
ず
で
あ
っ
た
民
主
党
政
権
へ
の
失
望

が
招
い
た
、
新
た
な
日
本
政
治
の
混
迷
で
あ
る
。

　

二
一
世
紀
を
担
う
子
供
た
ち
の
未
来
は
、
本
当

に
明
る
い
の
か
。
地
球
環
境
を
含
め
た
グ
ロ
ー
バ

ル
な
課
題
へ
の
処
方
箋
を
、
私
た
ち
は
見
つ
け
ら

れ
る
の
か
。
悩
み
は
尽
き
な
い
。

　

豊
か
で
自
由
、
そ
し
て
、
平
和
な
世
界
を
築
く

た
め
に
も
、
せ
め
て
、
ゆ
と
り
の
あ
る
夏
休
み
が

ほ
し
い
、
こ
れ
が
、
私
の
さ
さ
や
か
な
願
い
で
あ

る
。

2010年

暑 中 お 見 舞 い
申 し 上 げ ま す

　

昨
年
六
月
、
派
遣
労
働
な
ど
非
正
規
労
働
者
の

権
利
実
現
の
た
め
に
全
国
で
闘
っ
て
い
る
弁
護

団
、
研
究
者
ら
で
、
非
正
規
研
究
会
が
発
足
し
、

三
か
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
、
東
京
、
大
阪
、
名

古
屋
な
ど
で
会
議
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

私
も
、
偽
装
出
向
の
解
雇
事
件
の
弁
護
団
に
参

加
し
て
い
る
た
め
、
同
研
究
会
に
参
加
し
続
け
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
で
、
本
年
六
月
三
日
、
札
幌
地
裁
で
、

出
向
先
に
対
す
る
直
接
雇
用
責
任
を
認
め
る
勝
利

判
決
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

労
働
者
に
と
っ
て
厳
し
い
時
代
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
権
利
実
現
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
闘
っ
て

い
き
ま
す
！

高た
か

崎さ
き　

暢
と
お
る

弁
護
士高た

か

崎さ
き

裕ゆ
う

子こ

弁
護
士

竹た
け

中な
か

雅ま
さ

史し

弁
護
士

齋さ
い

藤と
う　

耕こ
う

弁
護
士

島し
ま

田だ　

度
わ
た
る

弁
護
士

　

昨
年
の
夏
号
で
、「
W
杯
を
観
に
行
く
べ
き
か
、

行
か
ざ
る
べ
き
か
」と
い
う
悩
み
を
書
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
現
実
に
は
、
南
ア
に
行
く
ど
こ
ろ
か
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
行
く
暇
す
ら
な

く
、
仕
事
漬
け
の
日
々
で
し
た
。
今
に
し
て
思
う

と
、
あ
の
こ
ろ
は
若
か
っ
た
。

　

昨
年
は
、
多
く
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
、
大

過
な
く
札
幌
弁
護
士
会
会
長
職
を
全
う
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
四
月
か
ら
、
肩
書
が
道
弁
連
理

事
長
と
な
り
ま
し
た
。
会
務
に
時
間
が
取
ら
れ
る

実
態
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
。

　

根
室
、名
寄
、紋
別
な
ど
と
、全
道
を
駆
け
回
っ

て
い
ま
す
。裁
判
で
全
道
の
各
本
庁
・
支
部
を
回
っ

て
い
た
こ
ろ
と
比
べ
全
て
が
ハ
ー
ド
に
な
っ
て
い

ま
す
。
も
う
、若
く
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

多
く
の
人
に
愛
さ
れ
た
オ
グ
リ
キ
ャ
ッ
プ
が
七

月
三
日
死
ん
だ
。

　

山
田
洋
次
監
督
の
映
画
「
学
校
」
で
、
一
八
万

人
の
オ
グ
リ
コ
ー
ル
と
田
中
邦
衛
が
級
友
を
前
に

感
動
の
ラ
ス
ト
ラ
ン
の
実
況
を
、
口
角
泡
を
飛
ば

し
、
再
現
す
る
シ
ー
ン
が
鮮
や
か
に
浮
か
ぶ
。

　

前
脚
の
曲
が
り
で
生
後
す
ぐ
起
き
上
が
れ
ず
、

足
の
矯
正
な
ど
人
間
の
手
助
け
な
し
で
は
生
き
ら

れ
な
い
命
だ
っ
た
だ
け
に
、
他
の
馬
よ
り
「
人
間

を
信
ず
る
心
」
が
育
っ
た
と
い
う
。

　

二
流
の
血
統
な
が
ら
実
力
一
つ
で
地
方
か
ら
中

央
へ
。エ
リ
ー
ト
馬
を
次
々
と
負
か
す
オ
グ
リ
に
、

私
達
は
ど
れ
だ
け
夢
と
希
望
を
与
え
ら
れ
た
だ
ろ

う
。
十
数
年
前
の
こ
の
記
念
の
一
枚
は
私
の
宝
物

だ
。
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事
務
局

　これからも様々なご要望に応え、依頼者の皆様の力
になれるよう事務局一同がんばりたいと思います。明
るく活気のある事務所として、この暑い夏を乗り越え
ていきたいと思います。

2010年

暑 中 お 見 舞 い
申 し 上 げ ま す

山や
ま

内う
ち

崇た
か

史し

弁
護
士

白は
く　

諾だ
く

貝か
い

弁
護
士

　

先
日
、
旭
山
記
念
公
園
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

晴
れ
て
い
た
の
も
あ
り
、
高
台
（
展
望
台
？
）
か

ら
は
札
幌
市
街
が
一
望
で
き
ま
し
た
。
い
い
景
色

だ
っ
た
の
で
、
夜
景
を
見
れ
る
と
き
ま
で
意
味
も

な
く
粘
っ
て
み
ま
し
た
。

　

大
き
く
広
が
る
札
幌
の
街
並
み
を
見
て
い
る

と
、
ど
ん
な
問
題
も
小
さ
く
な
っ
て
い
く
気
が
し

て
、
心
が
洗
わ
れ
ま
す
。
身
近
な
オ
ア
シ
ス
と
し

て
、
仕
事
に
疲
れ
た
際
に
は
、
何
度
か
行
っ
て
み

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
の
た
め
、
で
き
る
限
り
昼
食
は
お
弁
当
を

持
参
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
料
理
は
ス
ト
レ

ス
発
散
に
も
な
る
の
で
、
お
い
し
そ
う
な
レ
シ
ピ

を
見
つ
け
て
は
作
っ
て
み
る
の
で
す
が
、
最
近
は

朝
早
く
起
き
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
な
か
な
か

お
弁
当
を
作
る
時
間
が
取
れ
な
い
こ
と
が
多
い
で

す
。

　

仕
事
を
し
な
が
ら
家
事
や
育
児
ま
で
こ
な
す
世

の
女
性
達
は
、
今
、
本
当
に
大
変
な
状
況
だ
と
思

い
ま
す
。
安
心
し
て
仕
事
も
子
育
て
も
で
き
る
社

会
が
、一
日
も
早
く
実
現
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

今
年
に
入
っ
て
、
弁
護
士
会
の
委
員
会
業
務
と

た
か
さ
き
九
条
の
会
の
視
察
旅
行
で
台
湾
に
二
度

も
行
き
ま
し
た
。
バ
イ
キ
ン
グ
の
朝
食
を
除
い
て

も
、
お
い
し
い
中
華
料
理
を
昼
食
二
回
、
夕
食
三

回
も
い
た
だ
く
旅
を
二
セ
ッ
ト
こ
な
し
て
き
た
わ

け
で
す
か
ら
、
太
ら
な
い
理
由
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ビ
ー
ル
が
お
い
し
い
季
節
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
我
慢
の
日
々
…
…
、
い
や
い
や
い
や
、
旅

の
余
韻
を
楽
し
む
日
々
で
す
。

大お
お

友と
も

淳じ
ゅ
ん

子こ

弁
護
士

菅す
が

原わ
ら

仁ま
さ

人と

弁
護
士

　

先
日
、
健
康
診
断
の
結
果
が
送
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
体
調
に
異
常
は
な
か
っ
た
の
で
、

問
題
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
つ
程
経

過
観
察
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
日
の
寝
る
前
の
一
杯

が
原
因
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
半
年
間
弁

護
士
と
し
て
働
き
、
身
体
が
資
本
だ
と
い
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
体
調
管
理
に
気
を

付
け
な
が
ら
日
々
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
今
大
会
の
日
本
代
表
の
闘
い
に
は

熱
く
魂
を
揺
り
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
〇
一
四
年
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
ま
で
に
は
、
W
杯

の
た
め
に
日
程
を
空
け
ら
れ
る
く
ら
い
仕
事
の
で

き
る
弁
護
士
に
な
っ
て
い
た
い
で
す
。

　

遠
す
ぎ
る
目
標
で
す
が
…
…
。
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今
年
の
上
半
期
、
B
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い

て
は
大
き
な
動
き
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
三
月
一
二
日
、札
幌
地
裁
に
お
い
て
、

裁
判
所
か
ら
和
解
勧
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
和
解
勧
告
は
、「
救
済
範
囲
を
巡
る

本
件
訴
訟
の
各
争
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
救

済
範
囲
を
広
く
と
ら
え
る
方
向
で
判
断
」
す

る
と
の
指
針
を
示
し
て
お
り
、
広
く
被
害
者

を
救
済
し
よ
う
と
す
る
極
め
て
妥
当
な
内
容

の
も
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
札
幌
地
裁
に
続
き
、
福
岡
地
裁
・

大
阪
地
裁
で
も
和
解
勧
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
和
解
勧
告
を
受
け
て
、
五
月
一

四
日
の
札
幌
地
裁
で
、
被
告
国
は
、
和
解
協

議
に
応
じ
る
旨
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

被
告
国
を
和
解
協
議
入
り
に
追
い
込
む
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
訴
訟
活
動
に
加
え
、
皆

様
か
ら
の
様
々
な
形
で
の
ご
支
援
を
い
た
だ

い
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
を

借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
、被
告
国
は
和
解
協
議
に
お
い
て
、

被
害
者
の
露
骨
な
切
り
捨
て
を
図
る
対
応
に

終
始
し
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
被
告
国
は
、
原
告
ら
に
対
し

て
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
立
証
方
法

と
し
て
、
母
子
手
帳
ま
た
は
そ
の
合
理
的
な

代
替
証
拠
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
予
防
接
種
と
い
う
の
は
、
被
告
国

が
罰
則
を
設
け
て
ま
で
全
国
民
に
強
制
し
て

き
た
制
度
で
す
。
厚
生
白
書
の
予
防
接
種
実

施
率
の
数
字
を
元
に
計
算
し
て
み
て
も
、
予

防
接
種
を
一
度
も
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
は

千
人
に
一
人
も
い
な
い
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

日
本
国
民
で
あ
れ
ば
、
予
防
接
種
を
受
け
た

こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
言
っ
て
良
い
の

で
す
。

　

そ
れ
な
の
に
今
に
な
っ
て
「
予
防
接
種
を

受
け
た
証
拠
を
出
せ
」
な
ど
と
言
い
出
す
の

は
、
あ
ま
り
に
自
己
矛
盾
し
た
態
度
と
い
う

べ
き
で
し
ょ
う
。

　

現
実
問
題
と
し
て
、特
に
高
齢
の
原
告
は
、

乳
幼
児
期
の
医
療
記
録
等
は
ほ
ぼ
散
逸
し
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
方
々
に
母

子
手
帳
ま
た
は
代
替
証
拠
を
要
求
す
る
の

は
、「
あ
な
た
た
ち
は
切
り
捨
て
る
」
と
言
っ

て
い
る
に
等
し
い
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、被
告
国
と
の
和
解
協
議
は
、

こ
れ
か
ら
も
難
航
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

原
告
団
・
弁
護
団
は
、
広
く
被
害
者
を
救

済
す
る
た
め
、
粘
り
強
く
た
た
か
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

B
型
肝
炎
訴
訟
の
現
状
に
つ
い
て

弁
護
士
　
島
田
　
度

6月21日　札幌地裁前で訴える原告
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弁護士　竹中 雅史

〜断罪された違法な
リストラ配転〜

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
リ
ス
ト
ラ
配
転
訴
訟
と
は
、
こ
の

プ
ラ
テ
ー
ア
で
も
何
度
か
ご
報
告
し
た
よ
う

に
、
新
自
由
主
義
に
基
づ
く
構
造
改
革
を
先

取
り
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
二
〇
〇

二
年
に
始
ま
っ
た
大
リ
ス
ト
ラ
に
対
し
、
こ

れ
に
反
対
し
た
た
め
に
会
社
か
ら
、「
見
せ

し
め
」
の
た
め
に
遠
隔
地
へ
の
配
転
命
令
を

受
け
た
五
名
の
原
告
が
、
違
法
な
配
転
に
対

す
る
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
で
し
た
。

　

札
幌
地
裁
は
、
五
名
の
原
告
い
ず
れ
に
対

し
て
も
、
配
転
は
違
法
で
あ
っ
た
と
し
て
、

損
害
賠
償
を
認
め
ま
し
た
が
、札
幌
高
裁
は
、

東
京
へ
配
転
さ
れ
た
石
黒
さ
ん
に
つ
い
て

は
、
育
児
・
介
護
休
業
法
二
六
条
の
趣
旨
に

反
す
る
と
し
て
、
賠
償
額
を
増
額
し
た
も
の

の
、
残
り
の
四
名
に
つ
い
て
は
、
配
転
は
適

法
で
あ
っ
た
と
い
う
判
断
を
下
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
原
告
と
会
社
そ
れ
ぞ
れ
が
、
高

裁
判
決
を
不
服
と
し
て
、
最
高
裁
の
判
断
を

求
め
ま
し
た
が
、
六
月
四
日
、
最
高
裁
は
、

札
幌
高
裁
の
判
決
を
是
認
す
る
判
断
を
し
ま

し
た
。

　

最
高
裁
の
判
断
は
、
少
な
く
と
も
、
配
転

が
違
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
た
点
と
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
強
行
し
た
リ
ス
ト
ラ
配
転

が
、
労
働
者
の
権
利
を
踏
み
に
じ
る
横
暴
な

も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
点
で
は
、
重
要

な
意
義
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
は
、
大
リ
ス

ト
ラ
と
同
時
に
、
退
職
者
の
企
業
年
金
の
大

幅
引
き
下
げ
を
強
行
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
も
、
最
高
裁
は
、
六
月
八
日
、
こ
れ

NTTリスト ラ
北海道訴訟の
終結にあたって

を
違
法
と
判
断
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
横
暴
な
や
り
方
が
断
罪
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
は
、
契
約
社

員
に
派
遣
社
員
と
な
る
よ
う
強
要
す
る
な

ど
、
新
た
な
違
法
行
為
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
も
、
裁
判
で
戦
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

勝利を喜ぶ支援者。札幌地裁前
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六
月
一
九
日
、
全
国
一
斉
に
「
過
労
死
・
過

労
自
殺
・
過
労
疾
患
一
一
〇
番
」
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
全
国
で
二
二
〇
件
、
北
海
道
で
は
七

件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、

こ
の
七
件
の
中
に
は
死
亡
案
件
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
過
労
を
苦
に
し
て
自
殺
を
図
り
、

未
遂
に
終
わ
っ
た
方
か
ら
の
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
声
は
、
悲
痛
そ
の
も
の
で
し
た
。

　

昨
年
、
労
働
環
境
の
急
激
な
変
化
等
に
対

応
し
て
、
厚
生
労
働
省
は
「
心
理
的
負
荷
に

よ
る
精
神
障
害
等
に
係
る
業
務
上
外
の
判
断

指
針
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
が
、
労
災
認
定

の
壁
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
平
成

二
一
年
度
に
職
場
で
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
原
因

で
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
に
な
っ
た
と
し
て

労
災
申
請
を
し
た
人
数
は
一
一
三
六
人
で
、
前

年
度
に
比
べ
て
二
〇
九
人
も
増
え
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
実
際
に
労
災
認
定
を
受
け
た
人

は
二
三
四
人
に
と
ど
ま
り
、
前
年
度
よ
り
三
五

人
減
少
し
て
い
ま
す
。
社
会
全
体
の
労
働
環

境
改
善
が
進
ま
な
い
中
、
労
災
認
定
数
が
停

滞
し
て
い
る
こ
の
傾
向
は
憂
慮
す
べ
き
事
態
で

あ
り
、
今
後
も
推
移
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
昨
年
請
求
件
数
が
最
も
多

か
っ
た
業
種
は
「
社
会
保
険
・
社
会
福
祉
・
介

護
事
業
」
で
あ
り
、
介
護
現
場
の
過
酷
な
労

弁
護
士  

白
　
諾
貝

過
労
死
一
一
〇
番

1200

1000

800

600

400

200

0
17 18 19 20 21 （年度）

請求件数　　決定件数　　支給決定件数

656

449

127

819

607

205

952

812

268

927
862

269

1136

852

234

（件）

精神障害等に係る労災請求・決定件数の推移について　厚生労働省　報道発表資料より抜粋

働
環
境
が
明
確
に
数
字
に
も
表
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

精
神
的
に
つ
ら
い
状
態
で
初
め
て
の
労
災
申

請
を
検
討
さ
れ
る
場
合
に
、
準
備
に
困
難
が

伴
う
こ
と
は
多
い
は
ず
で
す
。
認
定
さ
れ
る
べ

き
事
件
が
一
件
で
も
多
く
認
定
さ
れ
る
よ
う
お

手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
可
能
で
す
の

で
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

U
R

L
　http://karoshim

ondai.net/
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前
号
で
も
触
れ
た
が
、
当
時
の
首
相
と
交

わ
さ
れ
た
確
認
書
の
結
果
、
原
爆
症
認
定
集

団
訴
訟
は
、
終
結
へ
向
け
、
大
き
な
進
展
を

見
せ
た
。

　
一
方
、
厚
労
大
臣
は
、
数
年
間
放
置
さ
れ
て

い
た
約
八
〇
〇
〇
名
に
及
ぶ
認
定
申
請
者
に

対
し
、
相
次
い
で
、
却
下
決
定
を
出
し
た
（
七

月
二
九
日
現
在
で
六
〇
三
一
名
）。

　

被
爆
者
の
新
た
な
切
り
捨
て
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
被
爆
者
救
済
の
問
題
は
未

だ
解
決
し
て
お
ら
ず
、
被
爆
の
実
相
に
即
し

た
認
定
基
準
に

改
訂
さ
せ
る
こ

と
が
急
務
で
あ

る
。
な
お
、
第

二
次
北
海
道
訴

訟
は
、
本
年
五

月
一
四
日
に
結

審
し
、
近
く
判

決
が
言
い
渡
さ

れ
る
予
定
で
あ

る
。

　

今
年
の
六
月
一
八
日
か
ら
改
正
貸
金
業
法

が
完
全
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
法
の
内
容
の
う
ち
市
民
の
生
活

に
与
え
る
影
響
が
も
っ
と
も
大
き
い
と
思
わ
れ

る
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
総
量
規
制
」
で
す
。

　

こ
の
総
量
規
制
と
は
、
返
済
能
力
を
超
え

る
貸
付
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
無
理

な
借
金
を
防
ぎ
、
多
重

債
務
に
陥
る
人
を
減
ら

す
た
め
の
制
度
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
借
金
の

総
額
（
総
量
）
が
年
収
の

三
分
の
一
以
上
に
達
す
る

よ
う
な
借
り
入
れ
は
原

則
と
し
て
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
た
と
え
ば
、
年
収

三
〇
〇
万
円
の
人
は
、
原

則
と
し
て
、
一
〇
〇
万
円

以
上
の
借
り
入
れ
は
で
き

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
収
の
な
い
専
業
主
婦
・

主
夫
の
方
は
、
配
偶
者
の
同
意
を
得
た
上
で

配
偶
者
の
年
収
を
証
明
す
る
書
類
を
だ
さ
な

け
れ
ば
、
貸
付
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
、
年
収
の
三
分
の
一
以
上
に
達
す
る
よ

う
な
借
り
入
れ
が
全
く
で
き
な
く
な
る
、
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
、
住
宅
ロ
ー
ン
や
自
動
車
担

保
貸
付
な
ど
、
一
定
の
借
り
入
れ
に
つ
い
て
は

適
用
除
外
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
総
量
規
制
の
導
入
に
よ
っ
て
、
多
重
債

務
に
陥
る
人
の
大
幅
な
減
少
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

し
か
し
他
方
、
そ
の
過
程
で
、
今
ま
で
は
借

金
が
で
き
て
い
た
の
に
突
然
で
き
な
く
な
り
、

生
活
が
回
ら
な
く
な
っ
て
困
惑
し
て
し
ま
う
方

も
少
な
か
ら
ず
お
ら

れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

借
り
入
れ
が
で
き

な
く
な
り
困
っ
て
い

る
と
い
う
方
、
一
人

で
悩
ま
な
い
で
、
ま

ず
は
す
ぐ
に
弁
護

士
の
と
こ
ろ
に
相
談

に
来
て
く
だ
さ
い
。

今
後
の
生
活
設
計
に

つ
い
て
、
一
緒
に
考

え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

改
正

貸
金
業
法

に
つ
い
て

原
爆
訴
訟

弁
護
士
　
齋
藤
　
耕

弁
護
士  

島
田
　
度

改正貸金業に関する宣言案を議論（道弁連大会）
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■
当
番
付
添
人
と
し
て
、
少
年
鑑
別
所
で
初

め
て
会
っ
た
少
年
は
、
あ
ま
り
に
幼
く
、
と

て
も
一
八
歳
に
は
見
え
な
か
っ
た
。
小
学
生

の
時
、母
が
家
出
。
間
も
な
く
父
と
も
死
別
。

兄
が
親
代
わ
り
と
し
て
、
少
年
を
育
て
た
。

厳
し
く
叱
る
兄
が
怖
く
、
少
年
は
嘘
を
つ
い

て
自
分
を
守
っ
て
き
た
。

　

結
局
家
出
し
、暴
力
団
に
関
わ
る
人
間
に
、

仕
事
で
世
話
に
な
っ
た
の
を
親
切
と
勘
違
い

し
、
生
活
を
共
に
し
た
。
こ
の
間
、
仲
間
の

中
で
、
非
行
を
重
ね
る
こ
と
が
も
て
は
や
さ

れ
、
多
く
の
前
歴
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
。

　

母
親
や
兄
弟
に
見
捨
て
ら
れ
た
と
思
い
込

ん
で
自
暴
自
棄
に
な
っ
て
い
た
少
年
は
、
鑑

別
所
で
久
し
ぶ
り
に
母
と
再
会
し
た
。

■
少
年
の
人
間
と
し
て
の
未
熟
さ
や
犯
行
に

対
す
る
認
識
の
甘
さ
、
社
会
的
更
生
の
環
境

等
の
不
十
分
さ
か
ら
、
鑑
別
所
、
調
査
官
の

意
見
は
い
ず
れ
も
少
年
院
送
致
と
厳
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。
私
は
、
母
や
少
年
と
の
話
し

合
い
を
重
ね
、
多
く
の
人
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
生
活
保
護
に
よ
る
親
子
の
生
活
再
生
の

道
筋
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
中
で
、

母
親
は
、
母
親
ら
し
い
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
過
去
を
、
今
取
り
戻
し
た
い
と
、
涙
な
が

ら
に
審
判
官
（
裁
判
官
）
に
訴
え
る
ほ
ど
に

変
わ
っ
た
。

■
審
判
は
い
っ
た
ん
休
廷
の
上
で
「
試
験
観

察
＊

」
と
な
っ
た
。
劇
的
な
審
判
に
、
私
は

少
年
の
今
後
の
更
生
へ
の
責
任
の
重
さ
を
感

じ
た
。

　

結
局
少
年
は
母
と
は
う
ま
く
い
か
ず
、
私

は
、
と
に
か
く
、
少
年
の
生
活
環
境
の
確
保

を
求
め
て
奔
走
。少
年
に
今
必
要
な
こ
と
は
、

責
め
た
り
叱
る
の
で
は
な
く
、
嘘
を
つ
か
な

く
て
も
安
心
し
て
い
ら
れ
る
居
場
所
と
自
分

を
信
じ
支
え
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
、
と

い
う
考
え
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
協
力
し
て

く
れ
る
人
を
よ
う
や
く
見
い
出
す
こ
と
が
で

き
た
。
中
間
審
判
を
経
て
、最
終
審
判
で
は
、

「
保
護
観
察
」
と
し
て
社
会
の
中
で
の
更
生

の
道
が
認
め
ら
れ
た
。

■
こ
の
五
か
月
間
の
付
添
人
活
動
の
中
で
、

改
め
て
「
子
ど
も
の
貧
困
」
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。
自
己
肯
定
感
や
逆
境
に
耐
え

る
力
＝
人
間
と
し
て
生
き
る
力
は
、
子
ど
も

期
が
豊
か
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い

る
。
人
は
、愛
さ
れ
た
と
実
感
し
て
育
っ
て
、

初
め
て
人
間
を
愛
す
る
心
が
育
ま
れ
る
と
い

わ
れ
る
。
深
刻
な
「
格
差
」
と
そ
の
是
正
の

の
問
題
を
、「
子
ど
も
の
育
ち
」
の
中
で
考

え
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
事

件
で
あ
っ
た
。

＊ 

試
験
観
察
と
は
、
家
庭
裁
判
所
が
終
局
的

な
処
分
を
相
当
期
間
留
保
し
、
少
年
の
立

ち
直
り
の
き
っ
か
け
を
つ
か
め
る
か
否
か

を
見
た
上
で
、
終
局
処
分
を
決
定
す
る
中

間
的
な
措
置
を
い
う
。

ある少年事件から
弁護士　高崎 裕子
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五
月
に
、
た
か
さ
き
法
律
事
務
所
を
独
立

し
、
苫
小
牧
市
内
に
お
い
て
「
と
ま
こ
ま
い

総
合
法
律
事
務
所
」を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

七
年
間
、
た
か
さ
き
法
律
事
務
所
の
諸
先

生
方
や
事
務
局
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
事
務
所
を
離
れ
一
人
で
歩

き
始
め
て
か
ら
、
目
に
見
え
る
形
で
の
支
え

は
も
ち
ろ
ん
、
目
に
見
え
な
い
大
き
な
力
に

も
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
実
感
し
ま
し

た
。

　

開
設
し
て
二
か
月
余
り
で
す
が
、
相
談
者

の
話
を
伺
う
た
び
に
、守
ら
れ
る
べ
き
権
利
・

利
益
が
守
ら
れ
て
い
な
い
実
態
や
弁
護
士
の

敷
居
の
高
さ
を
痛
感
し
て
お
り
、
一
層
の
法

的
サ
ー
ビ
ス
に
務
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
事
柄
に
誠
実
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

弁
護
士

竹
田
美
由
紀

　

平
成
一
六
年
一
〇
月
よ
り
、
た
か
さ
き
法

律
事
務
所
に
お
い
て
弁
護
士
業
務
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
が
、
高
崎
暢
弁
護
士
の
ご
快
諾

を
得
て
、
本
年
五
月
に
独
立
し
、「
酒
井
・

橋
本
・
日
笠
法
律
事
務
所
」
を
開
設
致
し
ま

し
た
。

　

た
か
さ
き
法
律
事
務
所
で
執
務
し
て
お
り

ま
し
た
間
、
皆
様
方
か
ら
賜
り
ま
し
た
ご
厚

情
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

今
後
も
、
よ
り
一
層
努
力
を
重
ね
て
参
る
所

存
で
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
も
呼
び
か
け
人
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
九
一
〇
年
、
日
本
は
、
朝
鮮
（
当

時
の
国
名
は
「
大
韓
帝
国
」）
に
、「
韓

国
帝
国
が
統
治
権
を
日
本
帝
国
（
天

皇
）
に
譲
与
す
る
」「
日
本
帝
国
は
譲

与
を
受
諾
し
韓
国
を
日
本
帝
国
に
併

合
す
る
こ
と
を
承
諾
す
る
」
と
い
う

韓
国
併
合
条
約
を
調
印
さ
せ
た
。

　

今
年
は
、「
韓
国
併
合
」
一
〇
〇
年

と
い
う
節
目
の
年
で
す
。
過
去
の
日

本
と
韓
国
・
朝
鮮
の
歴
史
に
学
び
、

こ
れ
か
ら
の
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
を

考
え
る
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
下
さ
い
。

弁
護
士

日
笠
　
倫
子

　

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
の
弁
護
士
登
録
以

来
、
た
か
さ
き
法
律
事
務
所
で
執
務
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
事
務
所
を
独
立
し

苫
小
牧
市
内
に
「
む
ら
や
ま
法
律
事
務
所
」

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

た
か
さ
き
法
律
事
務
所
在
職
中
は
、
依
頼

者
や
関
係
者
の
皆
様
に
多
大
な
ご
愛
顧
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
を
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

弁
護
士

邨
山
　
達
哉

　
独
立
の

　
ご
あ
い
さ
つ

●演題
「韓国併合」100年を考える講演会

日本・韓国・朝鮮関係の
過去と今後の展望
―「韓国併合」100年の節目にさいして―

講　師	 畑田重夫氏
と　き	 2010年8月28日（土）13：30開演
ところ	 かでる2・7（3階大会議室）
参加費（資料代含む）
	 一　　　般：1,000円
	 大学生以下： 500円

『
韓
国
併
合
』一
〇
〇
年

を
考
え
る
講
演
会

お知らせ
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自
由
法
曹
団 

五
月
集
会
報
告

　

五
月
三
日
、
沖
縄
の
新
垣

勉
弁
護
士
を
講
師
に
迎
え

「
普
天
間
基
地
問
題
の
核
心
」

と
題
す
る
記
念
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
問
題
の
重

層
性
や
、
い
わ
ゆ
る
「
抑
止

力
論
」
に
対
す
る
疑
問
点
が

指
摘
さ
れ
、
目
が
開
か
れ
る

思
い
が
し
ま
し
た
。「
軍
隊

は
住
民
を
守
る
も
の
で
は
な

い
」
と
い
う
沖
縄
県
民
の
痛

切
な
体
験
を
視
座
と
し
て
、

憲
法
九
条
を
持
つ
我
が
国
の

安
全
保
障
と
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
考
え
な
け
れ
ば
、
こ

の
基
地
問
題
の
核
心
に
は
迫

れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
胸
に

刻
ん
だ
集
会
で
し
た
。

　

五
月
二
二
日
か
ら
二
四
日

ま
で
、
青
森
県
三
沢
市
で
行

わ
れ
た
五
月
集
会
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
折
し
も
、
労

働
者
派
遣
法
改
正
案
が
国
会

で
審
議
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
労
働
問
題
分
科
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
各
支
部
か
ら

労
働
者
派
遣
法
抜
本
改
正
に

向
け
て
の
取
り
組
み
や
、
個

別
の
事
件
の
訴
訟
経
過
等
が

報
告
さ
れ
、
今
後
の
活
動
の

励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
人
企
画
の
三
沢

基
地
見
学
ツ
ア
ー
に
参
加
し

ま
し
た
。
基
地
の
騒
音
被
害

に
よ
り
町
民
全
員
が
引
っ
越

さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
た

め
、
町
が
消
滅
し
た
と
い
う

場
所
を
訪
れ
、
日
本
に
米
軍

基
地
は
い
ら
な
い
と
い
う
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

「
二
〇
一
〇
許
す
な
壊
憲
！

道
民
集
会
」に
参
加
し
て

事
務
局　

笹
岡
強
士

弁
護
士　

菅
原
仁
人

編
集
後
記

　

二
〇
一
〇
年
夏
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

八
月
三
日
か
ら
広
島
で
行
わ
れ
た
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
に
参
加
し
、
平
和
に
つ
い
て
学
ん
で
き

ま
し
た
。	

　
（
久
保
田
）

結婚しました
弁護士　菅原　仁人
　5月5日に、札幌修習の同期と結婚致
しました。弁護士として、そして、人
としてまだまだ学ばなければならない
ことばかりの二人ですので、今後とも
温かい眼差しで見守って下さい。

事務局　岩本裕美歌（旧姓：秋山）
7月21日に結婚いたしました。今後も
事務局の一員として努力して参ります
ので、どうぞ宜しくお願いいたします。

法 律 相 談 の ご 案 内

URL：http://www.law-takasaki.com

30分 5,250円（消費税含む）

※�条件を充たす場合、法テラスの無料相談
の利用も可能です。

※相談は電話予約が必要です。

平日の午前9時15分〜午後5時
※�土曜・日曜・祝祭日はお休みです。

相談料

電話受付時間

三沢基地の正面


